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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 毎月第２・３・４日曜日
１０：００～１５：００
天文館松山通りリンクビル9階
(鹿児島市呉服町1-18 前『そら猫』）
※「飼い主探しの会」につきましては、諸事情により中止、又は開催日時・場所が変更になる場合がございます。又は予定外に開催する場合もございます。ご来場の際はマスク着用にご協力くださいますようお願いいたします。
５月開催予定日
９日㊐　１６日㊐　２３日㊐
６月開催予定日
１３日㊐　２０日㊐　２７日㊐
　　　　「定例総会のお知らせ」
日時：5月30日㊐　13時～1時間程度
場所：「飼い主探しの会」同会場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加無料、どなたでも参加できます。
◎ご来場の際は、マスク着用にご協力ください。小学生以下のお子様同伴のご来場はご遠慮ください。
※会で行った不妊手術数：14,252匹
令和２年度活動報告（令和２年４月～令和３年３月）
平成１１年４月「動物の命を守る会鹿児島」として発足し、途中会の名前を変更し、又NPO法人として会の運営形態も変更、２２年目の年度を終了致しました。ここまで継続してこれました事、感無量の思いがあります。これまで多くの犬猫と関り、多くの方々と接して来ました。途中何度か存続の危機もありましたが、今日まで継続してこれましたのは、多くの協力をいただいた皆さん（獣医さんや行政・鹿児島中央ロータリークラブの方も含め）と、共に喜びも苦しみも共有して頑張ってくれたスタッフのお陰です。改めて「有難う」と言わせていただきます。

今年度（令和２年４月～令和３年３月）の活動についてご報告させていただきます。今年度もこれまでと変わりなく、３つの活動を行いました。

１・譲渡会は　３８回開催で　９６匹に新しい里親さんが決まりました。累計は　４９５１匹です。譲渡会会場を変更した事や屋内でもあり、来場者が減り、決定した数も多くはありませんが、快適な室内での開催で猫達には以前のような暑い夏や寒い冬の過酷な経験もさせる事無く、又台風等気象条件にも左右されず、必ず開催できる事のメリットもありました。又室内である事で安心して猫達を来場者に見ていただき抱いて貰えました。今年度はコロナ禍で開催をためらわれる状況もありましたが、１匹でも命が繋げたらとの思いで広報を控え安全対策を講じて休むことなく開催しました。
２・野良猫の避妊手術の啓蒙と実施も新しい展開をし成果をあげています。基本的に２ヶ月に１度獣医さんに喜界島に渡って貰い、これまで獣医のいない島で手術したくてもできなかった方々の要請に応える事ができました。喜界島では犬にも助成金を出し手術しました。５回島へ渡り、犬８匹・猫１７２匹手術を終えました。来年度も同じように進めていきたいと考えています。又屋久島は１１月まで獣医さんに渡って貰いましたが受入側のボランティアさん達の問題で、残念ながら現在休止している現状です。８回で６０９匹済ませました。開始してから１年２ヶ月で１０１１匹手術しました。更に今期は種子島からのSOSがあり、９月から７ヶ月で８７５匹手術しました。コロナの影響で島外からの入島に神経質な動きも見られましたが、万全の態勢で毎月実施しています。他に観光地猫が３０３匹、そして会と提携して下さっている獣医さんのご協力で多頭崩壊のケースを含め手術等が１，０３４匹となり、年間で３，００１匹の犬猫に手術できました。会発足時からの累計で１４，０８８匹です。２０年間で１万頭の手術でしたが、その後１年半で４，０００匹以上手術しました。
３・動物愛護思想の啓蒙活動　愛護フェスティバルに参加したり、チャリティカレンダーを作成販売、写真展を開催するなど様々な活動をしてきた今年度でした。
　（２０２１年版チャリティーカレンダー売上　　２６５１部　１，９８８，２５０円）
最後に今日まで温かく会の活動を見守って下さった多くの皆様に心から感謝いたします。来年度もどうかよろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　NPO法人犬猫と共生できる社会をめざす会　鹿児島

　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　杉　木　和　子　

ねこ猫エッセイ(=^・^=)🐾

「猫が好きになった理由(わけ)/ 猫好きへの道」　　　　　　　　　　　　by いつき
約3700gでこの世に生をうけ、ただ横たわり笑って泣くことしかできぬ赤子時代に、両親から贈られた Tom人形が端を発す。

まるで小鳥が親鳥を認識して後をついてまわり始めるかのように。

また、敬愛する俳優・緒形拳さんが、ドラミちゃんはあまり認識しないものの、ドラえもんのフォルム、姿、佇まいすべてに一目惚れしたかのように。

猫好きな両親による「Tom人形の思惑」にまんまとはまり…
0歳にして惚れ込んだのが始まりだった。

未知との遭遇。丸い顔、三角の耳、愛らしくも美しい瞳に可愛い鼻、口。

顔から尾っぽにかけた後ろ姿の、なだらか壺型Body Lineに愛くるしい姿すべてにだ。

3歳頃になると、私はお菓子の空き箱でTom専用ベッドを用意した。

敷き布団・掛け布団をタオルやハンカチで添えただけのものだった。

親戚宅へのお泊まり時にTomを必ず箱に寝かせて連れて行き、ハイキングでは嬉しさのあまり無造作にTomを片手に握りしめ走り回っていた。

これは5歳頃まで続いたと記憶しており、当時のアルバムをめくると確かに証拠写真が存在した。

さらには当時暫くの間、宮崎銀行のキャラクターがTom&Jerryだった。

勤めていた伯父は、私がTomをつれ回し、こよなく愛していることを知っていたので、顧客用のTomグッズを度々もらうことがあった。歓喜しながら私はいつしかすっかり猫に盲目・夢中となっていた。

後に本物Tom…つまり、いのちある猫との出逢い・縁へと繋がる。

生まれたときから…猫好きの運命は必然だったと言えよう。

両親による「猫好き英才教育」あっての現在の私である。

ちなみに、42年経た今でも…
ヨレヨレにはなっているものの、当時のTom人形が今でも私の傍に「いるよ」
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鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/











飼い主探しの会・決定数


第745回以降


　子猫1匹


第746回（3月14日）


成猫4匹・子猫1匹


第746回以降


子猫2匹�第748回（3月28日）�成猫3匹・子猫2匹�第749回（4月11日）


成猫1匹


第750回（4月18日）


成猫1匹�第750回以降�子猫2匹


第751回（4月25日）�　成猫5匹・子猫7匹　　　


譲渡数合計　�　　　犬 ： 　876匹


猫 ： 4,094匹�合計 ： 4,972匹





子猫1匹・成猫2匹�これまでの譲渡数合計


犬：８７２匹


猫：３，８７２匹�計：４，７４４匹





これまでの譲渡数合計


犬：８７２匹


猫：３，８７２匹�計：４，７４４匹











